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【食塩感受性高血圧】
食塩感受性と心肥大
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本態'性高血圧症中の食塩感受'性高血圧患者の頻度は，欧米人に比し日本人で多い．しかし，

その心肥大形成の機序や降圧薬による退縮効果などについてはほとんど検討されていな

い.一方，食塩感受性高血圧の動物モデルとしてDahIラットが知られている．このモデル

ラットを用い食塩感受性高血圧に伴う心肥大について多くの研究がおこなわれ，心筋収縮

力の低下，心筋エネルギー効率の低下などを伴うことが明らかにされている．しかし，そ

れらの機序，病態および治療薬の効果などについて検討した報告は少なく，一致した成績

は得られておらず，今後，食塩感受性高血圧患者における検討が必要と考えられる．
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食塩感受性高血圧患者の成因や病態について

は，腎ドパミン産生の低下')-3)などに由来する腎

ナトリウム（Ｎａ)排池能の減弱に起因する体液量

の増大4)，循環血中レーン・アンジオテンシン

(RA)系や交感神経系の活性低下5)，昇圧物質に対

する昇圧反応性の増大6)7)，腎血管抵抗の増大を伴

う糸球体内圧の上昇8)などが報告されている．し

かし，臨床的に食塩感受性高血圧患者における心

肥大形成の機序や降圧薬による退縮効果などにつ

いて検討した報告はほとんどない．一方，動物実

験上,食塩感受性高血圧のモデル動物としてＤａｈｌ

ラット9)を用いて，食塩感受‘性高血圧に伴う心肥

大について多くの研究がおこなわれている．

そこで,本稿では，Dahlラットにおける心肥大

に関するいくつかの成績についてわれわれの成績

を交えて概説する．

血圧vol､７ｎｏ２２０００Ｉ９(125）

①食塩感受性高血圧における心肥大

Inokoら'０)は，Dahl食塩感受'性（DahlS）ラッ

トとDahl食塩抵抗性（DahlR）ラットを用いて，

食塩感受性高血圧における心肥大について検討し

た．その結果，DahlSラットに６週齢の時点から

8％食塩食を開始すると,血圧はその直後からすみ

やかに上昇し，１２週齢以降では220～230ｍｍＨｇ

に維持された（図１)'０)．一方，ＤａｈｌＲラットや

0.3％食塩食を継続したDahlSラットでは，血圧

上昇は認められなかった（図１)'０)．その際の左室

重量/体重比は，８％食塩食下ではDahlSラット

でDahlRラットに比し,１１週齢の時点で１．４倍，

18週齢の時点で２．２倍に有意に増加していた（図

1)'０)．これらの成績は，DahlSラットでは食塩負

荷による血圧上昇とともに著明な左宰肥大を呈す

ることを示唆している．

Inokoら'１)は１１週齢，１８週齢の時点で経胸壁

心エコー図を施行し，心機能を評価した．その結
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